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染織美をつくるには

ノ
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　　　　　　，　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　染織美といえぽ澁好み鼠づくめの紳士向よりも派手な

御婦人の鮮色を語つた方がタい．これをつくるには非常

な苦心がいるのであつて，まず次の5工程，すなわち，

1）染料合成，II）繊維（織布も含めて）製造，　III）被

染物の前慮理，IV）染色仕上げ工程，　V）ドレス・メe－・

キソグが必要であく・IVにおける配色の問題は藝術家

のやることであり，Vは趣昧の問題である．したがつて

私共工學畑のものはその他の工程に關係があるのである

が，將にこれが大問題となるのである。殊に最近は木綿

羊毛，絹等の天然繊維の他に，ナイロソ，ビニロソ，e’　Pt

ロソ等の合成繊維が登場してきており，また顔料樹脂捺

．染のこともあり，問題はきわめで複雑であるが，まだ天

然繊維の王座は揺ぎない故，私共はここに木綿と絹をと

り上げてζれを美しく染め上げる苦心をお傳えしたい．

　　　　　1）染糾合成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢
　　　　　染織美の根本をなすものは何といつても染料の色相で

　　　　あb，漢麗ゴ優雅，鮮麗等を示すのでなければ少しの意

　　　　昧もないのである．また如何に美しくとも白光々線にあ

　　　　たつて牢日位で槌ぜたり，洗濯して一部が流れ出したり

　　　　しためではこまるから，，染料たるにはつぎの諸條件・目

1　　　光，天候，洗濯，水洗摩擦，火殿斗，亜硫酸ガス，汗

　　　　アルカ男酸・艶出し｝鰹素・マルセル化・過酸化物・

　　　　ソーダ煮沸等にそれぞれ丈夫（堅牢という）であること

　　　　が望ましく♪またそれ丈便値高くなるのである．

　　　　　㌧般にある有機物質が色を有するということは不飽和

　　’　　であることが絶封條件であり，したがつて化合物中に二

　　　　重結合を有し，しかもその結合が一つおきに蓮績レてい
　　　　t　　　　るいわゆる“共範二重結合”の場合もつとも有効で，色

　　　　はその長さによつて漸次深くなつて行ぐのである．また
　　　　　　　　　や
　　　　日光々線によつて襯色するのは繊維あ性質，染料の種類，

　　　　室氣酸素等により染料分子が崩壌して行くことであるか

　　　　，ら，線状の結合型式を有するスルファニル・エロP（酸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　聯一〇－HN－N－N＼。。／

性アゾ染料，1）やマラカイト・グIJ　・一ゾ（瞳基性トリフ

ェニルメタソ染料，ID　よりもやや聚塊状を呈する胃一

ダミソ6G（薩…性キサソテソgePt・　m）の方が堅牢で／．

あり，もつとも聚塊性を示す石崖状のイyダソスレソ・プ

リリアソトグリr・”ソB（建ク染アソスラキノン染料，IV）

は一番堅牢で，まさに全染粉申最高級に麗している㌔

　かように染料合成は種々な制約をうけており，鮮麗で

あり，しかも堅牢な染賢を見出すことは中々に困難なこ

とである。したがつて染料研究者が從來合成した全化合

物は恐らく敷十萬に上り，その中のわつか千歎百のもの

が陶汰に堪えて染料として現在便値を認められているの

である・しかも，”この中‘‘i美しさ”を野象として考える

場合は美しくて丈夫なものこそ問題となるのであつて，

ここにあげた1～IVは大艦鮮麗なもの奪選んだが鮮麗な

ためにに輩一の共範二重結合を有することが必要で，線

駅のものこそその條件を瀧たすことが多いといえる．こ

’こに鮮麗と堅牢の激しい相剋がある．1，IIは前述のよう’

｝　ecり’?Sでなく，IIIも辛うじて申級でありe　Eternal

beautyは思いもよらず，謹花一朝の美（！）に近しか・こ

こには】皿なるnpダミy6GとIVなるスレソ・プ
リリアソトグリーソBをあげて見たい．Rhodo’dendron’

とはAlpen・roseであり，石楠花であり，その花の紫赤
l

色に似たamine，すなわち～璽基性染料とい5意昧で

Rhodamineといわれると考えられるし，lndanthrePeは．

1・G紅の商標名であり特にbrilliantと明記してある一，

前者は絹に適し，後者は木綿に適している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　i）ローダミン6G　1892年，　Bernthsen；J．　Schmidtと

Reyにより護見されたもので，原料はコe…ルタールより

採取されるペソゾ’ルとナフタリソであり，ニトn置換

アミノ置換，スルフォソ置換，アルカリ熔融，アルキル

化，酸化縮合等のUnit　processを紹るもので，また各

プロセスにおいては，脆水，濾過，洗染，分離精製，

加熱，粉埣，蒸稜，蒸溜，乾燥，混合，再結晶，抽出，．
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　魅搾等の操作が繰返し附随するもので，大雑把に組合ぜ

　ても80～90の操作を経てはじめて製品が得られる・

、　有機合成においてはどんなに精密に反窓條件を規定し

　ても全部が完全に反懸して字うことはほとんどなく，多

　くの場合は目的物の他に未反懸原料，副生物等が共存す
　　　　　　　り，　ゐから，この申より目的物を純埣にとりだすことは中々

　；に技術を要するし，また良心的な職工ばかりはいないか

　らかならずしも規定逼りには行かず，ここにその品質を

　見る昔からの手段として染料の粉末の外見，すなわち粉

　見が重要観されるゆえんがある・色，光澤，シェード，
　　　　　　　　l　　　　　x
　・手燭り等と品質との關蓮を一目で知るという簡易な手段

　’であり，品質oよいものは何となく迫力をもつている・

　．また粉確工場の技肺や職工達は染料の飛粉を浴びて，

　・手，顔，襟はローダミソに色つき，工場退出前に風呂へ

　入ると湯は一瞬にして赤攣する・もし次に緑色の現場に

　働いたものがくれば一瞬に福色に攣ることとなろう・製
糞

　造者は正にローダミソをつくる鬼と化している．、　・

　　ii）スレン・ブリアントグリーンB　　染料界最高の

　’覇位であり，その色は鮮線に輝くごとくであり，日光そ

　　の他に最高の堅牢度を持つている．原料はコeルタrル

　　より探取されるアy．スラセソと，油脂よりとれるグリセ

　　rリンであり，酸化，縮合，アルキル化，環化等のUnit

　　’processについて，鞍一ダミyと同じく，80～90の操作

　　．がかけられて製られるのである．出稜原料は無色である

　　が，反窓工程が進むにつれて黄～褐色に近づき最後に鮮

“　緑色となるが，各階梯はきわめてデリケ…トであり，よ

　　、き製品を得るためには細心周到な反麟廉件のコソトロ　P・

　　　　　　や　　ルが必要であ為゜　　　　　　　　　　　　，

　　　この染料は第1次大職中，1920年に英國で稜見され，

・　Ca1edone　Jade　greenとよばれたものである．當時染窟

　　堺の第一入者をもつて任じていた濁逸LG．においては

　　その按師長（玉Kranzleinが．こめ優秀な染料を同就で

　　譲i見できなかつた原因を職璽によるものとし，頭磯の問

　　題でないと口外した．すなわち獲逸を代表するLGの

　　装師長をして，若干の辮明をさせている程にごの染醤の

　　・償値はその美しさとともに大なのである．美しき染料の

　　試作はこのよ5にチャソスにめぐまれねば得られないも

　　㊦である・地上にこの美麗な染料を贈つたDaVies，

　　Thomse馬Thgmasの人々を忘れてはいけなしト

IL繊紬製造並に簗色助鋼の合成

互　、　　繊維の製造はここには述べない．繊維をさらに美しく

　　　染めるためには，均染謝，浸透剤，堅牢度増進翻，防鍛．

u）　　翻，艶潰し謝，軽軟仕上げ齋9，防水醐，等々が合威され
L’：”

@　ているL・スフ・人絹等には尿素・フォマリソ躍理によ

　　　り縮まない織布を得ることもできるが，これ等の助剤の

　　　・合威については紙面の都合上割愛することとしたい．
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　美しい染織物を作り出すには，既述のよ5に，美しい

染料の選定がもつとも重要であるが，同時li染色される

、織物もまたこれに相當すう美しいものでなければならな

い・ここでいう美しい織物とは，糸斑や織斑のない均齊　　一1

な組織をもつた織物をさすのであつて，それには原料糸．

の吟昧は勿論製織中も特に注意をはらわねばならない．

　　　　　r，かくして織上つた織物は染色にとりかかる前に，その

準備工程として精練，漂白等の諸工程を行うのである．

棉花を紡績して作つた綿糸，繭より繰糸した生絹糸には

天然にふくまれている不純物がある．またこれを使つて

織物を作るには輕糊といつて輕糸に澱甥質，蟻質，油質

等をふくむ糊をつけて糸め毛羽立をふせぎ製織中に不都

合がおこらぬようにする・したがつて織上つたままの生．　　　、

織物は天然にふくまれている，また人爲的にZPえ9e爽雑

勃があるので，まつこれら爽雑物を完全に除きできるだ　　’，1，

け辮でまた融な働とすること趨要である・この

ために精練，漂白の諸工程が行われる．　　　　　　　　O

　b　生絹布の前虚理　繭から繰糸したままの絹糸すな

わち生糸は，絹繊維の本質である一フィプロイソ（Fibroin）

とセリシソ，（Sericin）父び微量の蠣質，脂肪質，無機質

（黄繭糸にはさらに色素がふくまれう1とから成う費　 ♂

る．絹繊維は他種の繊維が持つていない色々な精牲を持

つているが，その申でも，優美なる光澤を有すること，

手鯛が豊瀾でこれをにぎると一種¢嶋昔を褒する等はそ

の主な特性である．・しかし，生糸は手鰯がかたく，光澤

　　eN　　　　　°“　1P訟　　　　・これは
　主として絹の本質であるフィプロイソの周團に被覆して

　いるセリシソのためである・そこで織物用繊維として鞘

　の特性を充分に褒揮させるには，適當な方怯でセリシソ

　その他の不純物を除く必要がある・この目的のための工

　程が絹の精練である・セリシソは絹膠質（Silk　glqe）ま

　』たは絹盆ム賞（Silk　gum）ともよばれ，熱湯，とくに石・

　鹸，炭酸ソーダ等をふくむ熱液に溶解するが，・フィブPt

　インほほとんど全く溶解しない．絹の精練は主としてと

　の事實にもとずいて行われるもので，除去されたセリシ

　ソその他の不純物の量だけ激量をきたすこととなる．ご

．の減量は大瞳元の生糸の重量の20～25％であつて，こ

　れを通常練減（ねりぺり）とい5、生絹織物は生糸のま

　玉で織つたもので，‘製織の際，輕糸に既述の目的で輕糊

　を與えるから，生糸に比べると一層絵分の不純物をぶく

　むことになる．生織物の精練上特に注意すべぎ織は，練

　る前に濫湯または濃精練慶液に浸潰して生地を柔かにす

　ることで，生のときにできた折目は，生折れといつて糟

　練した後でもほとんど直らないのである．次に羽二重の

　精練法について解読してみる．　　　I

　　ma二Ptを撫叫の長きに折目をつけぬよう折りたた
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　　．み，霧ゐ耳部のところで籔ケ所を糸でつずつて2禅に吊
．s

j　すようたし，5伊c嚇鹸灘たば等容の濫湯で鋤
、　　　土液に数時間から1夜間浸漬して布質を柔らげ，引き上

　　　　げて溜湯で洗つて糊質をぬき，精練にうつる・木製また

　　　　はコックリe・一ト製の精練槽に水を入れ，結晶炭酸ソーダ

　　　　字～3％・珪酸ソーダ3～5％塗加え，一一旦煮沸して浮ぴ

　　　　邸た渣澤をすくいとり，弐に絹練用の上質石鹸を生織物

．　　　の20～30％を加え煮沸して溶解し7’『また浮び出た渣澤

　　　　をすくいとる．これらは主≧して不溶性《Dカルシウム石

　　　　鹸でこれを完全に除いておくことがもつとも重要で，さ

　　　　毒ないと一たん織物に附潜したカルシウA．石鹸はとり除

　　　　くことはほどんど不可能で，染色の不上りはこれにもど
　　　ノ　　（
　　　　ずく場合が非常に多い．このようにして作つた精練液申
　／　　　　に糊抜きを行つた羽二重を樟に吊し95℃で，2～5時問

　　　　浸漬して精練する・適當に練れた時に取り出し，まず少

㌔馨響藷慧灘響燃して礁分を除
　　　　　白色繭からとつた生糸は，精練によつてほとんE“純白

　　の　になる々ミ，白のまま用いる場合またはきわめて鮮明な色

　　　　に染める場合にはさらに漂白を行うのである・絹の漂白

　　　　鋼には主として過酸化水素が用い．られる・すなわち絹の

　　　　霊量に封し過酸化ソーダ3％を，あらかじめ硫酸3．9％

　　　　，を加之た浴申に溶解して中性とし・後適量の珪酸ソr・ダ

　　　　を加えて弱アルカリ性とし，この中に50℃で数時間浸

　　　・漬し螺酎るのである・．

　　　’　i蓋）生綿布の前虚理　まず綿夕の表面にある毛端を除

　　　　き美しい干滑な表面とするために，演布状態で毛擁機械

　　　　にかける・毛焼機械には電熱式と瓦斯式とがある・弐に

　　　゜布に附着した糊質を抜く目的で1工業用ヂアスsr　・一ゼを

　　　　為くむ液中を通した布をロrプ歌として，糊抜槽申に詰

　’　　めこんで70℃位で1夜間浸漬すると，澱粉質は可溶性

　　　　　ノ　　　　のデキストリソないしは褒芽糖等に攣化して可溶性とな

　　　　るから充分に水洗してこれを洗い去る．次に水洗が終つ

　　　　蒙漏覇藻黒難舞轄管礎擦セニ

　　　　めに・加墜精練罐に詰めこみ・覇生ソーダの約02％溶液

　　　　を注ぎ，20・y30ポソドの加歴で藪時聞循環煮沸する．こ

　　　　の時，室氣が共存すると，繊維が酸化されて脆化するか

！　　　ら，’加熱前に蒸氣で室氣を完全に追い出して釦くζとが

　　　　必要である・精練が終つ・O綿布をとり出す場合にも，’ま

〆　　ず冷水を加えて冷しながら，精練液を抜き，充分に冷え

　　　　るまでは綿布を室氣に腸れさせてはならない．なお繊維

　　　　中にふくまれている色素に精練によつても除かれず，ま，

　　　　だ着色しているから．更に家の漂白によつてこれを除く．

　　　　綿布の重量嬉野し漂白粉5～10％とり，少量の水を加

　　　　えてすり潰して泥駅となし，9～10倍量の水を加えて麗

　　　　搾後静置し，その上澄液に適量の水を加えて，綿布の約

　　　　10倍量の液量まで稀繹する・漂白液の灘どしては・

1・’・

@　，G8　　　　　－　　’・

簑．ヤ㍉ごポ

　α3％内外の有煙素をふくむもの添適當である．精練，　　ジ｝

　水洗，腕水した綿布を木製の漂白槽に久れ，漂白液を瀬窓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　のように注ぎ，ポソプでくみ上げて循環させる・1～3時　　「

　醸理を行つた衝漂厳を撚，水を綴さぜ熔淫∴

　してから・拠こま婦磁水を循鍵ぜるe・．・一一auH

　　となる．さらに充分に水洗する．漂白工程申最後の水洗　　’．

　は，漂白糧（塞累）の臭が全くなくなるまで完全に行わ・・　’「

　ねぽならぬ．さもなし」と繊維上に残つている盤素作罵に

　よつて目が立つにつれて次第に茶味を幣びて白さが汚れ．ノ

　るば崩でなく議榔いち肇しく脆イける恐れ鵬

　！る．そこで魔素消醐たとえば少量のチオ硫酸ソー」ダまた

　は酸性亜硫酸ソ・一ダ（ほぼ同量の炭酸ソーダを併用）を　曹

　加えた水中に暫時淺漬し，さらに水洗するとよい．　一

　，蝋染色仕上＝「e　　　　　　・

（熱灘鴨1畿警灘姦鷺
　表面に染料を慮用して模様を染め出す按術であつて，濫

　染が無地染であるのに野して捺染は部分的染色である・

　綿布，・人絹布等のプリソト物，申形浴衣地，小紋その他．

　の各種の模様染物はいずれも捺染捜衛の懸用である．

　　こくでは主として1において合成された塵基性染料お

　．．lkび建染（たてぞめ）染料の各染料を用い，それぞれ繕

　布および綿布の無地染について解読するととにする．r

　　i）・一ダミン6Gによる締の艶／塵基腰織

　一般に溶解しがたいから特に注意を要する．もつともよ　’ノ

　い溶解性は冷水または酢酸でよくぺρ添ト駄に練り，麗

　拝しながら熱湯を加えて溶かし，未溶解の染野の粒子が・．

　生じないようにすることである・さらに染浴に加える時tt

　は布ごεにする・塵基性染料は他種の染料にくらべ絹に

　野しては親和力が非常に大であり，渚色力も大でかつ鮮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　明色を與えるのが特徴で，中でもP　・一　4“ミソ6Gはとく

　に美麗な紅色を染め出さすので有名な染料である・染色

碧欝恋ζ麟ま畿腔1ま灘鷲膿1竃1

　精練慶液を酢酸で申和したものを1／5～1／2容加えた申性

　浴とし，その申所要量伽一ダ・ソ6Gの水溶灘あ薩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　精練漂白した絹布を入れ室温で暫らく繰返しながら染色

．　し，その後実第に加熱して70～80℃とし，染料を充分

　吸牧させる．’

　　染色温度が高くなると染料の吸牧が早くなるから斑染

　が生じないよSに充分に注意を要する．また少くとも30

　分間位は70～80℃塚上に保ち繊維内部へ染料を捷散さ

　ぜることが必要でtさもないと染料は絹繊維の表面にだ

　け縮ぢ摩擦に弱い染色を生e染め上りも美しくない・

　所望⑳染色の濃さはなるべく使用染料ρ量で合せるよ5

　にし，染樹を過量に叡え過ぎて濃く染まりそ5だからと

　て，染色時開を短くするような方法は推賞できない・rv

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノご
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　注意する必翼がある．一般に璽基性染料ρ染着を緩かに

　するには染浴を酢酸で弱酸性とするがよい．また，．カチ

　オソ活性剤の使寓も染藩をおそくする作用がある・しか

　し，染料の染着蓮度を左右する最大の因子は染色灘度で

　あつて・染浴の温度を適當畷飾すること1ヰつ統分

　に染斑の稜生をふせぐことができる．ノ　　　　’

　　染色が絡つたら，水洗し，腕水後，幅出し乾燥機にか『

　けて乾燥する・家に霧吹機でゼヲチソの約1・5％の水溶’

　液を吹きかけ，フェルト・カレソダーまたは窃二重・カ

　レソダーを通して仕上げるのである．

　　かくして数多くの工程を完全に輕ることによつて，初

　めて目もあざむくばかりの美しい紅色の，手鯛りのよい

　染織物が作り出されるのである．

　　ii）スレン・ブリリアントグリーンBによる綿布の染

　色スレソ染料は建染染料の一種で，前述のように建

　染染賢の中でも特に日光，洗濯等にもつとも丈夫な一蓮　　　メクトe・・一ルC（Humectol　C），あるいは非イオソ活性i酎

　の高級染料である．この種の染料は元來水またはアルカ　　　として知られてい冷ペレガPル0（？eregal　O）等の添

　yに不溶性であるから，．そのまま染色に供するe・とはで、　　加が推賞されている．特にペレガ’ル0の添加はもつ

　きないが，アルカリ性の選元漁こよつて蓮元されて，リ　ンも有効で，アニオソ活性醐と併用することによつて染

　支＝化合物となつて溶解し，そのリウコ化合物のアルカ　　　着の緩急を確實に調節することができる．染色が絡つて

　り盤は繊維に野して親和力があるから，その溶液申に繊　　　染液から布を出すと，鮮青色に染まつていた綿布は室氣

　維を浸して吸牧ざぜて，次に絞つて室氣に鯛れさせて酸　　酸化によつて次第に鮮線色を櫓ぴ原染料の色となる・充

　化し，繊維上で元の不溶性染料に再生さぜる蕉とによつ　　　分に酸化されて原色にもごつたら，水洗稀硫酸水に蓮

　で染色の目的を蓮するのである．通常・・イドロサルファ　　　し，さらに水洗，次にO．3～O・5％石鹸溶液中で20～30

　イト（水化亜硫酸ナトリウム，Na2S204）　とい5還元捌　　　、分闘煮沸する．この石鹸威理はスレy染料の眞の獲色と

　と苛性ソーダが用いられる・スレン染料の染色法は染料　　　堅牢度を高めるためにかくζとができない工程である・

　によつて苛性ソーダの所要量，申性盤添加の有無痴よび　　　後さらに充分水洗し，圓筒乾甫機で乾燥する・

　染色温度等が異t4り・一般法・濫染法㌧冷染法の3つに　　　弐に幅出機にかけて，布の幅を一定にそろえ・継緯交

　分けられている・スレソ・ブリリアソト・グリーンBは　　　互の鼠れを矯正し，仕上糊を施すために糊付機を通し，

　轡般法がもつとも適してい1る・用水はできる限り軟水を　　　乾燥じ，後適度の灘氣を與え，求一ル・カレソダ門また

　罵いるべく・軟水の場合は使用前に炭酸ソーダを加えて　　　はシ訊ライプP・カuソダーを通しで艶出し仕上をする

　軟化しジその際・析出する炭酸塵を除く必要がある・か　　　かくして，美しい青竹色の，日光，洗濯等にすこぶる丈

　くレ（浴槽の水を50～60°Cに保つて，最初これに上記　　　夫な染織物が生れ出るQである．　　　　　　　　t－　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s
　一般法にしたがつて苛性ソーだの所要量（染液1立につ　　　　　　　　　＊　　　　　　＊－t　　　　＊

一．．．i一
ｫAOB6の：静性ソーダ液9～15　c．c．）を加え，…i欠に浴を1

　壽かに概搾しながら，粉賦ハイド冒サルファイトの所要

　量（染色の使用量に比例して増減するもので・染液拉、

　につき1～49）を振のこむよ5にして加える．染料はあ

　らかじ適その所要量（綿布の重量に封し粉駄品の染料を

　用いるときは，淡色染には0・25～1・2％e，申色染には，

　－1・2～2・5％，濃色染には2・5～5％を用いる）を，アルコ

　e－・ル，P　・一ト油，あるいはネカPルBXのよ5な浸透齎！、　x

　の水溶液で泥1伏にねり，さらに水を加えて稀繹し，布濾

　しして，瀞性ソーダおよびハイド脚サルファイトをとか

　した浴中に；浴を静かに麗搾しながら加える．」5～20分

　間御・礫徽リウコdea物の赴リウ噸となつて完

　　　　　　　　　　　　　　　、
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　登に溶解して，このスレシ。プリリァソト・グ玖pソ＆Σ

　の場合は鮮萌青色を呈するようになる．

　　しかし，空氣に接した液面は鮫イヒされて薄い染料の緑

　色の膜が生ずる．この選元液の色は各染料固有のもので　　ノ

　申には染爵の色とほとんど攣らないものも二，三あるが『

　大部分はいちじるしく原染料の色と異なる．染液量は綿

　布の重量の2σ倍量とし，この申に精練，漂白して腕永

゜した綿布を繰り入れ，50～60°Cで30～60分問繰り返し

　ながら染色する・ζの間，布がなるべく液面上に出ない

　よらに扱5’．スレソ染料は直接染料の場合に比して染着

　が非常に早いので，ことに綿布をζのよ5な方法で，斑

　なく染色することが困難である．工業的にはジッガe染

　機を用い，撞布駅態で染液を幾回も通遇させる方法によ

　つている．染着を緩かにし，染料の滲透をよくする手段

　として，染液に種々緩染醐を添加する方法がある・膠，一

　亜硫酸パルプ屡液より作つたデコ・・ル（Deko1），油脂製

　品であるモノポ’ル石鹸（Monopole　Soap）およびヒx－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

：・学一一
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かくして染織美の創造は・染輝の合成染色の技術そ　‘

れに必要な染色助捌の合成と使用と，將に近代按術の渾　　’

然一隆の成果1：，＃るのであつて・その難しさは天然色映

甕のそれと比肩する．おもうに縮書といい音樂といい，　．’““一

その大牛を支醗するものはやはり直観であるが，建築美

と土木美になると技徳の面がその過牟をしめてくる．さ

て染織美とは融と線と茶面の構成に色を配したものであ　　、、

り，しかもやがてこれが曲線もあわせ交えた美にまで昂

揚されるものをい，5のではあるまいカ㍉しかもその根底

には以上めよ5に科學が横わつていることも是非銘寵し

ていただきたいと思う．　　　　　　　　　．
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